予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費

	事業名: 企業との協働による森林づくり推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　林政部 林政課 恵みの森づくり推進室 緑化運動係　電話番号：058-272-1111（内3028）
　　　　　　　E-mail：c11511@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：440千円（前年度予算額：500千円）
	事業内容


	１　事業の概要


（１）企業に対する「企業との協働による森林づくり」の情報提供
　　（２）参加意向のある企業に対する候補地の紹介や森林づくりの提案
　　　　　ア）企業訪問による個別説明
　イ）候補地の現地案内
　　（３）実施予定企業との協定締結式や実施企業への活動支援
　　　　　ア）協定書や活動計画に関する企業と地元との仲介支援
　　　　　イ）協定締結事務や森林づくり活動の実施に対する支援
　　　　　ウ）県内森づくり参加企業連絡会議開催による情報交換
    （４）地球環境保全のための森林づくり条例に関する検証
	２　所要経費


（１）企業に対する「企業との協働による森林づくり」の情報提供　　　14千円
　　（２）参加意向のある企業に対する候補地の紹介や森林づくりの提案　 155千円
　　（３）実施予定企業との協定締結式や実施企業への活動支援　　　　　 185千円
    （４）地球環境保全のための森林づくり条例に関する検証用務　　　　　86千円
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	500

	要求額
	  440
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	440

	２月1日時点
査定額
	440
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	440

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県内各地で、企業やＮＰＯ団体等が地域の自治体や住民と協働して、継続的な森林づくりを進めていく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	協定件数　　　　（件）


	13件
（H22）
	15件
（H23）
	－
（　　）
	15件
（H24）
	19件
（H28）
	78.9％


	○指標を設定することができない場合の理由



（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（1） 企業の森づくり活動

県内各地において活動を実施（現地活動の指導等実施）
（参加者約2,000人（平成24年10月末 現在県把握分））
（２）企業の森づくり活動ＰＲ

　　・６月９日：第４１回岐阜県みどりの祭り（飛騨市神岡町）にて協定企業の取り組みを紹介
　　・８月５日：ぎふ山の日フェスタ2012にて協定企業の取り組みを紹介
　　・森づくり活動の際、県政記者クラブや地元報道機関への情報提供を実施




（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　厳しい社会情勢の中でも、継続的に森林づくり活動が実施され、県民協働による森林づくり活動がおこなわれ、参加者は森林に親しむことができ、また参加者と地域との交流も行われた。




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○


	厳しい社会情勢の中でも、企業とのの社会貢献や環境等に対する意識も高く、森林づくりには継続が不可欠であるため、事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	平成19年度から、「岐阜県森林・林業基本計画」に位置づけられ、事業が開始され、平成24年度の「第２期岐阜県森林・林業基本計画」でも再度位置づけられ、15件の協定が締結され、県内各地で継続的に森林づくり活動が実施され、事業効果が現れている。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	県内各地で行われてきたイベントにおいて、森づくり活動の取り組みを紹介することにより、県民など幅広くなどＰＲを実施している。

また、森林づくり活動の際、県政記者クラブや地元報道機関に情報提供し、新聞記事等になることにより、事業のＰＲ経費の節減を図っている。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
本県下流域に立地し、森林の恩恵を受けている企業が県内の森林づくりに参加するよう働きかけることも必要となる。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
企業との協働による森林づくり活動を希望する企業等へ情報提供とするとともに、企業の社会貢献のＰＲを図る。



